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※
７

『

錦
生
の
年
中
行
事』

(

平
成
九
年
・
錦
生
地
区
民
俗
資
料
調

査
委
員
会)

※
８

宇
流
冨
志
禰
神
社
の
お
旅
所

(

本
書

｢

名
張
の
秋
祭
り｣

の
項

参
照)

と
同
じ
域
内
に
祀
ら
れ
て
い
る

(

本
書

｢

山
の
神
・
水

の
神
・
火
の
神｣

の
項
参
照)

。

※
９

元
町

(

旧
名
、
瀬
古
手
町)

の
簗
瀬
稲
荷
神
社
は
、
文
化
三
年

(

一
八
〇
六)

二
月
二
十
八
日
に
宗
泰
寺
に
隣
接
し
た
庚
申
堂

の
境
内
に
町
の
鎮
守
と
し
て
勧
請
さ
れ
た
も
の
。

著
名
な
愛
知
県
の
津
島
神
社※
５

が
あ
り
ま
す
。
尾
張
の

｢

天
王
さ
ん｣

と
京
都
の

｢

祇
園
さ
ん※
６｣

の
い
ず
れ

の
影
響
が
名
張
地
方
に
及
ん
だ
の
か
不
明
で
す
が
、

名
称
は

｢

祇
園
祭｣

が
圧
倒
的
で
す
。
当
地
方
で
の

｢

ギ
ヨ
ン
サ
ン｣

(

祇
園
さ
ん
の
祭
り)

で
は
、
境
内

に
提
灯
を
掲
げ
、｢

ウ
チ
ワ
取
り｣

が
行
わ
れ
ま
す
。

昔
は
、
大
人
も
子
ど
も
も
混
ざ
っ
て
団
扇
う

ち

わ

が
荒
々
し

く
奪
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
安
部
田
坂
之
下※
７

の

よ
う
に
、
等
身
大
の
藁わ
ら

人
形
に
衣
装
を
着
け
飾
ら
れ

る
と
い
う
所
も
あ
り
ま
す
。

夏
祭
り
の
見
も
の
の
一
つ
に
花
火
が
あ
り
ま
す
。

七
月
二
十
四
日
に
、
新
町
が
中
心
と
な
っ
て
行
わ
れ

る
愛
宕
祭※
８

と
、
そ
れ
に
続
く
花
火
大
会
は
浴
衣
を
着

た
人
た
ち
で
河
畔
が
埋
め
つ
く
さ
れ
ま
す
。
大
和
郡

山
か
ら
の

｢

金
魚
す
く
い｣

を
は
じ
め
様
々
な
露
店

が
並
ぶ
こ
の
日
は
、
近
隣
の
市
町
村
や
奈
良
県
か
ら

も
見
物
の
人
々
が
訪
れ
ま
す
。

愛
宕
祭
は
、
新
町
か
ら
松
明
た
い
ま
つ

行
列
が
出
発
し
、
新

町
・
黒
田
両
橋
を
通
っ
て
対
岸
へ
渡
り
、
少
し
下
流

か
ら
川
中
を
越
え
て
愛
宕
神
社
へ
至
り
祭
典
が
行
わ

れ
ま
す
。
境
内
で
は
四
角
に
積
ん
だ
組
み
木
に
火
が

つ
け
ら
れ
、
い
よ
い
よ
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
す
。

花
火
大
会
は
、
昭
和
五
年

(

一
九
二
〇)

十
一
月

の
参
宮
急
行
電
鉄

(

現
近
鉄)

の
開
通
を
記
念
し
、

翌
年
よ
り
電
鉄
会
社
の
協
力
で
創
出
さ
れ
た
も
の
で
、

現
在
は
商
工
会
議
所
が
中
心
と
な
り
地
元
商
店
等
の

協
賛
を
得
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
太
平
洋
戦
争
前

は
、
沿
線
で
唯
一
の
花
火
大
会
と
し
て
知
ら
れ
て
お

り
、
昭
和
十
七
年
に
戦
争
の
た
め
中
断
し
ま
し
た
が
、

昭
和
二
十
二
年
に
復
活
し
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
東
町
の
両
社
八
幡
祭
も
打
ち
上
げ
花
火
の

あ
る
夏
祭
り
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
し
、
以
前
は

寿
栄
神
社
の
祭
礼
で
も
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
元
町

の
簗
瀬
稲
荷
祭※
９

は
、
二
月
の
初
午
祭
と
と
も
に
七
月

に
例
祭
が
行
わ
れ
、
か
つ
て
は
野
菜
市
、
竹
羊
羹
の

販
売
、
金
魚
す
く
い
な
ど
賑
わ
い
を
み
せ
た
町
場
の

祭
り
で
、
現
在
で
は
規
模
を
小
さ
く
し
な
が
ら
も
そ

の
趣
が
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

名
張
の
夏
祭
り
は
、
城
下
町
で
あ
っ
た
市
街
地
を

中
心
に
行
わ
れ
、
見
物
人
の
多
く
で
る
都
市
型
の
祭

礼
と
し
て
、
時
代
の
流
行
を
取
り
入
れ
な
が
ら
行
わ

れ
て
き
た
の
が
特
徴
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

(

櫻
井

治
男)

Ⅲ 暮らしのかたちと心をたずねて

愛
宕
神
社
の
祭

(

新
町)
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※
１

本
書

｢

山
の
神
・
水
の
神
・
火
の
神｣

の
項
参
照
。

※
２

こ
こ
に
掲
げ
た
各
祭
の
実
施
日
や
状
況
に
つ
い
て
は
、
事
前
に

確
認
を
し
て
訪
れ
て
下
さ
い
。

※
３

祭
神
は
従
五
位
藤
堂
宮
内
少
輔
高
吉
・
応
神
天
皇
。
寛
文
十
年

(

一
六
七
〇)

七
月
十
八
日
に
高
吉
が
九
十
一
歳
で
亡
く
な
っ

た
の
ち
、
一
族
・
家
臣
た
ち
が
邸
内
に
遺
徳
を
追
敬
し
一
祠
を

建
て
遺
霊
を
祀
っ
て
い
た
が
、
明
治
十
一
年
一
般
参
拝
が
許
可

と
な
り
、
昭
和
十
一
年
現
在
地
に
移
転
。
社
名
は
高
吉
の
法
号

｢

徳
蓮
院
殿
徳
翁
寿
栄
大
居
士｣

に
ち
な
む
。

※
４

も
と
は
、
印
度
の
祇
園
精
舎
を
守
る
神
と
さ
れ
、
日
本
で
は
ス

サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト

(

須
佐
之
男
命)

と
習
合
し
た
と
さ
れ
て
い

る
。
京
都
市
の
八
坂
神
社
は
、
明
治
以
前
は

｢

祇
園
社｣

と
称

さ
れ
て
お
り
、
災
厄
除
去
の
行
事
で
あ
る
御
霊
会
を
は
じ
ま
り

と
し
て
、
現
在
の
祇
園
祭
へ
と
発
展
し
た
。

※
５

愛
知
県
津
島
市
の
津
島
神
社
は
、
東
海
五
県
を
中
心
に
全
国
で

約
三
千
社
余
の
分
霊
社
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
京
都
の
祇

園
社
と
の
直
接
的
な
関
連
は
不
明
で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
は
御

師
と
呼
ば
れ
る
神
社
付
属
の
神
人
ら
が
天
王
信
仰
の
普
及
に
つ

と
め
、
各
地
に

｢

津
島
講｣

が
結
成
さ
れ
た
。

※
６

新
町
の
辻
家

『

台
所
帳』

(

嘉
永
七
年
・
一
八
五
四)

に
よ
れ

ば
、
邸
内
の
祇
園
様
は
六
月
七
日
か
ら
祭
礼
に
入
り
、
十
四
日

を

｢

祇
園
会｣

と
し
て
提
灯
な
ど
の
明
か
り
を
掲
げ
諸
衆
の
参

詣
を
迎
え
た
と
あ
る

(『

名
張
の
歴
史

(

名
張
市
史)』

上
巻
・

昭
和
三
十
五
年)

。

名
張
地
方
の
伝
統
的
な
祭
り
は
、
農
耕
生
活
に
密

着
し
、
そ
の
年
の
無
事
と
豊
作
を
祈
る
春
祭
り
や
豊

か
な
稔み
の

り
へ
の
感
謝
を
行
な
う
秋
祭
り
が
行
わ
れ
ま

す
。
秋
祭
り
の
方
が
盛
ん
で
す
が
、
夏
季
に
は
疫
病
・

病
虫
害
・
風
水
害
の
災
い
を
除
去
す
る
た
め
、
ま
た

干
天
の
続
く
日
々
に

｢

雨
乞
い
踊
り※
１｣

と
い
う
臨
時

の
祭
礼
行
事
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

新
し
く
造
成
さ
れ
た
団
地
で
も
、
夜
店
を
並
べ
、
踊

り
を
楽
し
む
夏
祭
り
が
、
地
域
の
人
々
の
手
で
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

旧
来
の

｢

夏
祭
り｣

は
、
七
月
十
二
日
の
秋
葉
あ

き

ば

祭

に
は
じ
ま
り
、
二
十
四
日
の
愛
宕

あ

た

ご

祭
に
終
わ
る
と
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
規
模
縮
小
や
中
止
、

実
施
日
が
土
・
日
曜
を
選
ん
で
行
わ
れ
る
な
ど
変
化

も
見
ら
れ
ま
す
が
、
一
方
で
は

｢

町
お
こ
し｣

の
一

環
と
し
て
盛
り
上
げ
に
取
り
組
ん
で
い
る
町
も
あ
り

ま
す
。
そ
れ
ら
の
い
く
つ
か
を
掲
げ
ま
し
ょ
う※
２

。

七
月
七
日
七
夕
祭

(

上
八
町

か
み
は
っ
ち
ょ
う)

、
十
一
日
祇
園
祭

(

榊
町
・
集
議
所)

、
十
二
日
秋
葉
祭

(

松
崎
町

ま
っ
さ
き
ま
ち

・
秋

葉
愛
宕
神
社)

、
十
四
日
祇
園
祭

(

瀬
古
口
・
稲
荷

神
社)

(

美
旗
中
村
・
大
福
寺
境
内)

(

新
田
・
美
波
み

は

多た

神
社)

(

下
小
波
田

お

ば

た

・
中
止)

、
旧
六
月
十
四
日
祇

園
祭

(

下
比
奈
知
・
名
居
な

い

神
社)

(
上
比
奈
知
・
国

津
神
社)

(

滝
之
原
・
国
津
神
社)

(

安
部
田

あ

べ

た

坂
ノ
下
・

薬
師
堂)

、
七
月
十
五
日
祇
園
祭

(

東
田
原
・
津
嶋

神
社)

・
両
社
八
幡
祭

(

東
町
・
両
社
八
幡
宮)

、

十
六
日
簗
瀬
や

な

せ

稲
荷
祭

(

元
町
・
簗
瀬
稲
荷
神
社)

、

十
八
日
寿
栄
ひ

さ

か

神
社
祭※
３

(

丸
之
内)

、
二
十
四
日
愛
宕

祭
・
花
火
大
会

(

新
町
・
愛
宕
神
社
及
び
名
張
川
河

畔)

右
の
う
ち
、
寿
栄
神
社
祭
は
、｢

シ
シ
ャ
カ
さ
ん｣

と
訛な
ま

っ
て
称
さ
れ
て
い
る
寿
栄
神
社
の
例
祭
で
、
青

竹
の
筒
に
ト
コ
ロ
テ
ン
を
詰
め
、
笹
葉
の
上
に
並
べ

て
売
ら
れ
る
冷
や
し
竹
羊
羹
が
名
物
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
日
は
、
名
張
藤
堂
家
の
初
代
で
あ
る
藤
堂

高
吉
公
の
命
日
に
あ
た
っ
て
お
り
、
も
と
か
ら
の
夏

祭
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
す
っ
か
り
名
張
の
風
物

詩
と
し
て
定
着
し
ま
し
た
。
な
お
、
竹
羊
羹
は
東
町

の
両
社
八
幡
祭
、
瀬
古
口
の
祇
園
祭
で
も
売
ら
れ
て

い
ま
す
。

祭
り
名
を
見
る
と
、｢

祇
園
祭｣

の
多
い
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。｢

祇
園
祭｣

と
し
て
は
、
京
都
市
八

坂
神
社
が
有
名
で
す
が
、
こ
の
地
方
へ
も
い
つ
の
頃

か
ら
か
祇
園
信
仰
の
広
ま
り
と
と
も
に
、
牛
頭
天
王

ご
ず
て
ん
の
う
※
４

を
祀
る
こ
と
が
行
わ
れ
、
祭
が
始
ま
っ
た
こ
と
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
瀬
古
口
の
氏
神
さ
ん
は
稲
荷
神
社
で

す
が
、
境
内
に
祇
園
社
が
鎮
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
東
田
原
に
は
津
嶋
神
社
が
祀
ら
れ

て
い
ま
す
。
津
嶋
の
本
社
と
し
て
は
、
提
灯
の
明
か

り
で
飾
ら
れ
た
楽
車
だ
ん
じ
り

船
の
で
る

｢

天
王
ま
つ
り｣

で

名
張
の
夏
祭
り

―
ギ
ヨ
ン
サ
ン
・
花
火
・
竹
羊
羹
よ
う
か
ん

―

名張の夏祭り
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